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周転円 

 

半径の等しい２つの円ＡとＢがあり，円Ａの中心Ｏと円Ｂの中心Ｐ，円Ｂの円周上の点Ｑは，最初は図１

のように一直線上にあります。円Ｂは中心Ｐが常に円Ａの円周上にあるように時計回りに３６０度進みます。

その際，円Ｂ自身も時計回りに回転します。円Ｂが回転する角度は，円Ｂが円Ａの周りを進む角度の２倍で

す。図２のように円Ｂが円Ａの周りをｘ度進むと，点Ｑは中心Ｏからｙ度進んで見えます。次の問いに答え

なさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）円Ｂが円Ａの周りを４５度進むと，点Ｑは中心Ｏから何度進んで見えますか。 

 

（２）円Ｂが円Ａの周りを２１０度進むと，点Ｑは中心Ｏから何度進んで見えますか。 

 

（３）点Ｑが中心Ｏから２６７度進んで見えるとき，円Ｂは円Ａの周りを何度進んでいますか。 
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周転円 （１）６７.５度 （２）１３５度 （３）１７８度，２９８度 

 

周転円とは，天動説で惑星の動きを説明するための仮説に用いられた装置です。天動説に当てはめると，

点Ｏが地球，点Ｑが惑星，円Ａは従円といい，円Ｂが周転円となります（もっとも，この問題のように従円

と周転円の半径が等しいと惑星が地球に衝突してしまいます！）。 

 

（１）円Ｂが４５度進むと，図３のように点Ｑは４５×２＝９０（度）進みます。三角形ＰＱＯはＰＱ＝Ｐ

Ｏの二等辺三角形ですから，図の○の大きさは４５÷２＝２２.５（度）です。 

よって，点Ｑは点Ｏから，４５＋２２.５＝６７.５（度）進んで見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）円Ｂが２１０度進むと，図４のように点Ｑは２１０×２＝４２０（度）進みます。三角形ＰＱＯはＰ

Ｑ＝ＰＯの二等辺三角形で，頂角の外角の大きさは３６０－１８０＝１５０（度）です。よって図の△

の大きさは１５０÷２＝７５（度）です。 

よって，点Ｑは点Ｏから，２１０－７５＝１３５（度）進んで見えます。 
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（３）答えが２つあることに気づいて欲しいので，あえて問題文には「すべて答えなさい。」とは書いてい

ません。（１）では円Ｂが４５度進むのに対して点Ｑは６７.５度進んで見えます。円Ｂの回転が円Ｂの

移動の「２倍速い」ので，点Ｑが円Ｂより進んで見えるのはもっともに思えます。ところが，（２）で

は円Ｂが２１０度進んでいるのに点Ｑは１３５度しか進んで見えません。そこでまず，点Ｑが１８０度

進んで見える場合を考えてみましょう。 

   （１）において，６７.５度は４５＋４５÷２によって求めることができました。つまり，円Ｂの進

んだ角度の１.５倍が，点Ｏから見える点Ｑの位置になっています。１８０÷１.５＝１２０より，円Ｂ

が１２０度進んだときを考えると，図５のようになって点Ｑは１８０度進んで見えます。 

   では，円Ｂが１８０度進むとどうなるでしょうか。図６のように，円Ｂが３６０度回転するので，点

Ｑは点Ｏと重なります。 

   今度は図５と図６の中間段階，円Ｂが１２０度より大きく１８０度未満進んだ場合を考えてみます。

すると，おおむね図７のようになって，点Ｑは１８０度より進んで見えます。ただし，この場合も△＝

ｘ÷２＝０.５×ｘですから，Ｑはｘ＋０.５×ｘ＝１.５×ｘ（度）進んで見えます。 

   よって，円Ｂの進んだ角度が１８０度未満のとき，点Ｑはその１.５倍進んで見えるということがで

きます。 
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   このことから，２６７÷１.５＝１７８より，図８のように円Ｂが１７８度進んだときに点Ｑは２６

７度進んで見えることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   次に，円Ｂの進んだ角度が１８０度より大きい場合を考えます。（２）のように円Ｂが１８０度より

やや多く進み，点Ｑが点Ｏより左側に見える場合，図９において△の大きさは（３６０－ｘ）÷２ 

＝１８０－０.５×ｘ（度）ですから，点Ｑは点Ｏから，ｘ－（１８０－０.５×ｘ）＝１.５×ｘ－１８

０（度）進んで見えます。円Ｂが２４０度進むと，図１０において△の大きさは（３６０－２４０）÷

２＝６０（度）となるので，点Ｑは２４０－６０＝１８０（度）進んで見えます。さらに円Ｂが進むと

図１１のようになり，ここでも△の大きさは（３６０－ｘ）÷２＝１８０－０.５×ｘ（度）ですから，

点Ｑは点Ｏから，ｘ－（１８０－０.５×ｘ）＝１.５×ｘ－１８０（度）進んで見えます。 
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１.５×ｘ－１８０＝２６７より，（２６７＋１８０）÷１.５＝２９８より，図１２のように円Ｂが２

９８度進んだときに点Ｑは２６７度進んで見えることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   以上より，１７８度，２９８度です。 
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